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会社紹介

会社概要

会社名

住所

設立

代表

日本BCP株式会社

東京都千代田区神田東松下町48番地

大阪府堺市中区深井東町3099番地

2017年9月1日

代表取締役社⾧ 角谷 育則

資本金

従業員数

事業所数

1億4,700万円（2022年10月末現在）

200名

全国9か所（2022年1月現在）

主な事業内容
1.災害に対応するための石油燃料の備蓄及び非常用車両の手配

2.非常用発電機の導入施工、点検メンテナンス

3.ガソリン、灯油、軽油、重油その他石油製品の輸入・販売

4.防災・BCP対策用品の販売

経営理念

総合防災・減災企業として命をつなぐサービスを増進する
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主なサービス

緊急時燃料備蓄配送サービス
お客さまの非常用発電機用燃料を弊社が専属貯蔵し、有事の際に専属配送することで、

⾧期停電発生時の備蓄燃料の枯渇に備えます。

弊社タンクにて御社用燃料を
備蓄保管

緊急時に備えて御社用に
タンクローリーとドライバー
を専属確保

平時

契約に従い、御社指定場所へ
お預かりしていた燃料を配送

災害発生
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ドローン燃料配送実証実験

神奈川県足柄上郡松田町にて
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災害時に使用する水配送訓練

東京都新宿区 透析クリニックにて



日本ＢＣＰサービス連携図
様々な領域を網羅し、BCP専門商社としてあらゆる防災･BCP課題にご対応します。

ＢＣＰ策定

燃料専属備蓄配送契約

燃料リフレッシュ

燃料入替･タンク洗浄

ＢＣＰ訓練

安否確認システム

すべての対策の
第一歩はここから

策定したBCPを実効性の
あるものにするために

ITの力で迅速な安否確認を

災害用無線機器

災害時も安心して通信が
できる

データバックアップ

クラウド保存でデータ
消失に備える

専用ろ過機で備蓄燃料の寿命を伸ばす

経年劣化対応でいざという時に備える

災害時に燃料を確実に確保するために

飲料水備蓄･販売

雨水･井戸水ろ過機

1人3日分の飲料水を確保

災害時だけでなく普段使いも可能な
生活用水配送契約

必要な水を確実に確保するために

個別備蓄品販売

防災備品販売

アレルギー食等個別の備蓄品に対応

災害の被害を最小限に抑えるために
備蓄品管理サービス

備蓄品の保管場所から消費期限管理ま
でトータルでサポート

非常用発電機負荷試験

発電機緊急移送サービス

災害時に発電機が確実に動くように

発電機を常設できないときの対策に
非常用発電機設置･入替

災害時の使用用途に合わせた発電機を
ご提案

トイレソリューション

簡易型から常設型まで用途に合わせて
ご提案 バイオトイレ

簡易トイレ

災害時も快適なトイレ空間を

水がなくてもトイレになる
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平時も有事も人のBCPを
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ＢＣＰの構成
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ＢＣＰの目的

ＢＣＰ（事業継続計画）

防災･消防マニュアル

⇒病院業務の継続・早期復旧

⇒被害の抑制
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1 リスク分析
・自治体発行のハザードマップ等を確認し、災害リスクを分析する。

現状確認
・施設設備の現状及び停止時の対策を確認する。
・備蓄状況を確認する。
・職員参集シミュレーションを行う。

災害時の体制構築
・災害時の組織体制を構築する。
・災害対策組織体制における責任者を明確にする。
・夜間休日の体制も考えておく。

4 優先業務選定
・何を継続し、何を停止するかを決定する。
・継続業務を誰がいつ行うかを決定する。

行動計画
・各班の行動計画示したアクションカードを作成する。
・行動に必要な帳票類を整備する。
・具体的な方法を示したマニュアルを整備する。

2
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ＢＣＰ策定手順



災害対策組織とは

10



災害対策組織とは

災害時において各病院がそれぞれの役割を果たすために、

病院⾧をトップに迅速な情報収集、職員の動員、患者受入れ

体制構築、施設設備の応急処置及び復旧対応等を行うための

指揮命令系統を示したもの
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災害時のおける病院の役割

災害による重篤患者の救命医療等の高度な診療機能を有し、被災地からの患者の受入れ、広域医療搬送にかかる対応等を行いま

す。
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災害拠点病院

第8次大阪府医療計画第7章 5疾病5事業の医療体制第7節災害医療より

地域災害拠点病院
上記に加え、地域の医療機関の被災状況の情報収集・発信及び支援等のコントロール機能、DMAT等の受入機能、DMATの派遣機能

を担うとともに平常時には地域医療機関への災害医療研修を行います。

基幹災害拠点病院（大阪急性期・総合医療センター）
地域災害拠点病院の機能に加え、大阪府全体の被災状況の把握や支援に来たDMATの調整機能を担うとともに平常時には災害拠点

病院等に対する研修を行います。



災害時のおける病院の役割
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災害拠点病院以外の災害医療機関

第8次大阪府医療計画第7章 5疾病5事業の医療体制第7節災害医療より

災害拠点精神科病院
災害時に地域で精神科医療提供について中心的な役割を担い、DPATの派遣機能を有します。

災害医療協力病院
災害拠点病院とともに災害医療を支える重要な役割を担う病院として、災害時に多くの発生が予想される中等症患者を中心に積

極的に受入れを行います。

また、災害拠点病院に収容された重症・重篤患者が安定化し、災害拠点病院からの要請がある場合は、率先して当該患者の受入

れを行います。

市町村災害医療センター
市町村の医療救護活動の拠点（市町村地域防災計画で位置付ける医療機関）として災害時に医療を提供し、災害拠点病院と連携

して、患者の受入れにかかる地域の医療機関間の調整を行います。

災害医療機関以外の病院
災害時に自院にいる患者の診療を継続するために平時より防災対策を講じ、災害時には災害拠点病院や災害医療機関とともに、

その機能や地域事情に応じた医療の提供を担います。



ゴールの共有
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見えているカタチ

災害時の姿をどのように想像していますか？



災害時のおける各病院のゴール
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■傷病者の受け入れ

■入院患者

・そもそも受け入れるのか？

・赤タグ（重症患者）や診療科目外の患者をどうするのか？

・すべての入院患者のケア継続を行うか？

・すべてが不可能な場合の転院は？

■在宅患者
・在宅患者のケア継続を行うか？

・在宅患者の安否確認は行うか？

■一時停止業務
・リハビリ、一般外来、医療相談、健診業務、人工透析、、、

リスク分析と現状確認からゴールを共有する



ワーク

自病院の災害時のゴールを考えてみましょう
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ゴールに向かうための
災害対策組織構築
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組織事例



災害対策組織図

災害対策本部

全体統括
事務⾧
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組織事例



人
事
班

本部⾧ 院⾧

代 行 副院⾧

事務局⾧ 事務⾧

代 行 相談室⾧

診療統括者 副院⾧

代 行 看護科⾧

災害対策組織図
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組織事例



本部⾧ 病院⾧

災害対策組織図

災害対策本部

副本部⾧ 事務部⾧

副病院⾧ 看護部⾧ 事務課⾧ 経理課⾧

移送班 診療班広報・警備班 供給班 設備・記録班

★事務部⾧
経理課⾧
経理課職員

★事務部⾧
事務課⾧
薬局⾧
栄養科⾧

★事務課⾧
施設設備科職員
事務課職員①
事務課職員②
事務課職員③
事務課職員④

★看護部⾧ ★病院⾧
副病院⾧
医師＜1F病棟＞

病棟師⾧
病棟看護師
放射線科職員
検査科職員
薬局職員

＜1F病棟＞
病棟師⾧
病棟看護師
相談室職員
栄養科職員

＜1F病棟＞
病棟師⾧
病棟看護師
リハ科職員

組織事例
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優先業務の選定



アクションカード
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組織構築から行動計画まで

リスク分析 現状把握 職員向け
説明会

付表
マニュアル
作成

優先業務

選定

アクション

カード作成

組織構築
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災害関連書類の構成

ＢＣＰ 災害に対する平時からの備えから災害時の組織体制、
行動計画まで災害関連計画の全体像を記載したもの

アクションカード 災害対策組織における各班（部門）の役割と大まか
な行動内容を説明したもの

マニュアル アクションカードに記載される現場での具体的行動
方法をわかりやすく説明したもの

付表 アクションカード・マニュアルに記載される行動を
補完する各種帳表類
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マニュアル
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付表



BCP訓練



継続的な改善

災害時に使えるBCPにするために
BCP策定

教育・訓練

訓練結果評価

BCP改定

年1回の訓練・BCP見直しが必要です。



机上訓練

事前にシナリオを決定し、会議室などでメンバーを集め、
机上で想定される状況を話し合いながら対策を考える訓練です。



実地訓練

アクションカードやマニュアルに従って実際に設置設定をしながら
課題を抽出する訓練です。

災害対策本部設置訓練 トリアージ訓練 職員参集訓練



防災・BCPに関わるあらゆる課題解決に向けてご提案させていただきます。
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